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鉱業セクター概要 

 

鉱業セクター成長率（2014）：     - 6.9％ 

GDP に占める鉱業セクターの割合（2014）：    9.2％ 

海外直接投資（FDI）流入に占める鉱業セクター割合（2013）：  65.5％ 

FDI 自己資本利益率（2013）：     3.5％ 

鉱業セクターにおける従業員数（2012）：    88,251 

各鉱山の平均従業員数（2012）：     1,192 

全従業員のうち非正規雇用が占める割合（2012）：   23.4％ 

女性従業員の割合（2012）：     14.1％ 

全労働人口に占める鉱山労働者の割合（2012）：   1.5％ 

鉱業セクターの平均賃金（2012）：     4,655 ｸﾜﾁｬ 

        (895 米ﾄﾞﾙ) 

銅の国際価格（2014）：      6,482 米ﾄﾞﾙ/ﾄﾝ 

総輸出額に占める鉱業セクターの割合（2014）：   75.2％ 

主な輸出先（2014）： スイス，中国，コンゴ（民），シンガポール，南アフリカ 

ザンビアの鉱物： 

貴金属：  金，プラチナ 

卑金属：  銅，コバルト，亜鉛，鉛，鉄鉱石，マンガン，ニッケル 

貴石：  エメラルド，ダイアモンド，アクアマリン，トルマリン， 

アメジスト 

エネルギー鉱物： ウラン，石炭，石油，天然ガス，炭化水素   

ザンビア投資関連情報 

（鉱業セクター） 

 

１ 鉱業セクターの変遷 

 

 ザンビアの経済成長は，長年の間，鉱業セクターの発展，近年までの中国の

資源需要の高まり及び銅などの資源価格の国際的な上昇によってけん引され，

過去２０年間の銅生産の成長率は年平均７．８％であった。しかしながら，２

０１１年の鉱業セクターの成長率は，電力不足等の問題により，マイナス５．

２％を記録した。また，２０１４年の鉱業セクターの年成長率は，鉱山の閉鎖

など操業上の問題及び銅鉱石・精鉱の品位低下を背景に，マイナス６．９％を

記録した。 
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図１： 鉱業セクターの実質成長率：１９９５年―２０１４年（％） 

 

ＧＤＰに占める鉱業セクターの割合 ＧＤＰ実質成長率 鉱業セクターのＧＤＰ実質成長率     

（出典: ザンビア中央統計局（ＣＳＯ）） 

（１）ザンビアの銅生産 

 ザンビアは，世界有数の銅生産国であり，２０１４年における銅生産量は，

世界第８位を記録した。銅は，依然としてザンビアの主要鉱物資源であるとと

もに，２０１４年のザンビア輸出総額の７５．２％を占めていることからわか

るように，同国の主要な外貨獲得源である。しかしながら,２０００年から伸び

続けてきた銅生産量は, 銅の需要低迷及び国内の電力不足のために近年減少傾

向にあり，２０１５年の銅生産量の年間目標が８０８，０００トンと設定され

ているも，８月末時点の生産量は累計４４１，５８４トンと低い水準であり，

目標達成は不可能であると予測されている。 

 

図２：ザンビアの銅生産量及び銅の国際価格の推移：２０００年―２０１４年 
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（２）他の鉱物資源 

 コバルトは，銅の副産物として，ザンビアにおいて産出される天然資源であ

るが，近年の生産量は低下しており，２０１３年の産出量は鉱山企業によって

報告されていない。その他の資源については，石炭とニッケル等が断続的に採

掘されていることに加え，銅と比すると少量ではあるものの，金や原石などの

貴金属や貴石の採掘も行われている。 

 

図３：ザンビアのコバルトおよび石炭の生産量推移：２０００年―２０１４年 

 

（出典： ＣＳＯ） 

ザンビアは，銅の精製の副産物として，少量の金を生産している。以前は小

規模鉱山からの金の産出があり，過去最大の金産出量を記録したのは，ダンロ

ビンプロジェクト（９９０キログラム）であり，その他にもムンブワ地域のマ

タタ（２２５キログラム），ルフンサ地域のジェシー（３９０キログラム），東

部のササレ（３９０キログラム）にて金の産出が記録された。 

 

図４：ザンビアの金の生産量推移：２００８年－２０１５年 

 

(出典：ＣＳＯ) 
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２０１５年のデータによると，エメラルドと緑柱石の原石の生産量は１月か

ら８月にかけて変動している。２０１５年第１四半期および７月の生産量は６，

０００キログラム超となった一方で，同年第２四半期および８月の生産量は激

減している。しかしながら，これらの原石は主に小規模採掘者によって採掘さ

れており，記録されていないものも多いことが留意点である。 

 

図５：ザンビアのエメラルドおよび緑柱石の生産量の推移：２０１５年 

 

（出典：ＣＳＯ） 

（３）鉱物資源の輸出市場 

 ２０１４年の統計によると，ザンビアの金属資源の主要輸出先はスイスであ

り，ザンビアが輸出する銅の５７％がスイスに輸出された。第２位の中国へは

銅輸出量全体の２３％の銅が輸出され，その他主要な輸出先には，コンゴ(民)，

シンガポール，オーストラリア，南アフリカが挙げられる。 

 

図６：金属類の主要輸出先：２００４－２０１０年（米ドル） 

 

（出典：世銀 World Integrated Trade Solution データ） 
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スイスは顕著な銅の輸入国ではなく，また，ザンビアの対スイス輸出量と同

等の銅がザンビアから同国へ輸出された旨の記録がないことから，２０１５年

の銅の最大輸出先が引き続きスイスであるか否かについては疑問視されている。

銅の需要を考慮すれば，中国がザンビア産の銅の最大の輸出先であると推測さ

れている。また，近年，ザンビア産の様々な原石の輸出も増加している。 

 

（４）資源価格の変動 

 新興国の資源の需要増を背景とする２０００年代の資源価格の高騰は，束の

間のものであり，資源価格は世界金融危機の間に急落した。しかし，中国の工

業生産の拡大を背景として，２０１１年に資源価格は復調し，同年の１トン８，

１０４米ドルまで達した。その後，資源価格は中国の経済成長の減速を受け，

２０１４年から２０１５年の間に，銅価格は１トン６，８２９米ドルから５，

１６０米ドルへと下落した。 

２０１５年，原油価格は米国のシェールオイル生産会社および石油輸出機構

加盟国からの供給量の増加により急落した。２０１５年８月までにブレント原

油価格は１バレルにつき４５米ドルを下回り，先物価格は４０米ドルを下回っ

た。これは，２０１４年８月から６０米ドルもの下落である。米国エネルギー

情報局（ＥＩＡ）は，２０１５年のブレント原油価格は１バレルあたり平均５

４米ドル，２０１６年は平均５９米ドルと予測しており，ＷＴＩ先物価格は，

２０１５年においてはＥＩＡ予測の４米ドル減，２０１６年は５米ドル減との

予測である。この価格設定は，西部州，南部州，北部州において原油とガスを

探鉱している企業へも影響を及ぼしている。 

 

（５）鉱業セクターの展望 

鉱業セクターは，国内要因及び外的ショックにより，その成長が脅かされて

いる。国際的には，中国の経済成長の減速及び銅などの資源に対する需要減に

よって資源価格が打撃を受けている。 

国内においては，鉱山企業に供給される電力の不足及び鉱山税制の度重なる

変更が，鉱業セクターの課題となっている。また，モパニ鉱山（ザンビア）及

びカタンガ鉱山（コンゴ（民））の操業を停止する旨のグレンコア社の発表によ

って，鉱業セクターの成長が減速することが予想される。こうした状況下では

あるが，カンサンシ鉱山の生産増およびコンコーラ・コッパー・マインズの深

部採掘プロジェクトの開始により，銅の生産量は，２０１８年までに２４％増

加することが予測されている。 
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２ 利点，弱点，投資上の機会及びリスク 

（１）利点 

多様な鉱物資源の産出（表１及び図７参照），鉱業セクターに対する外国直接

投資額（ＦＤＩ）の伸び（２０１３年の鉱業セクターに対するＦＤＩ流入額は，

総額（２１億米ドル）の６５．５％である１３億７，５５０万米ドル；図８参

照），ザンビア政府による支援（ザンビア開発庁［ＺＤＡ］法における投資イン

センティブ） 

 

表１：ザンビアで産出される鉱物 

ベースメタル 貴金属 宝石用原石 工業用鉱物 エネルギー鉱物 

銅 金 エメラルド 石灰岩 ウラン 

亜鉛 銀 アメジスト 白雲石 石炭 

ニッケル ダイアモンド アクアマリン リン鉱石 炭化水素 

スズ  ガーネット  石油・ガス 

コバルト  トルマリン   

鉄     

マンガン     

 

図７：ザンビア国内における鉱物の分布図（２００万分の１）（１９９４年） 

 

（出典：Banda, F（2015）） 
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図８：鉱業セクターに対するＦＤＩ流入額及び自己資本利益率（２００９年―

２０１３年） 

 

（出典：Foreign Private Investment & Investor Perceptions in Zambia- 

2009-2014） 

 

（２）弱点 

生産コストの高さ，運輸インフラ（輸送コストは最終製品コストの４０％と

推定［出典：アフリカ開発銀行経済見通し報告書］）及びエネルギーインフラ（２

０１５年の降水量不足に伴う計画停電）の脆弱性，ザンビア財政の不安定性，

パリューチェーンの脆弱性 

 

（３）投資上の機会 

 ザンビアは豊富な天然資源を有しており，鉱山開発と鉱物資源の多様化を目

指している。ザンビアにおける鉱山は銅鉱山とコバルト鉱山が大半を占めてい

るものの，ザンビアは他の天然資源も豊富に有しており，今後の探鉱及び採掘

の投資機会が期待されている。天然資源には，エネルギー資源である原油，ガ

ス，ウラン，貴金属類である金，銀，ダイアモンドおよび他の原石，鉛，亜鉛，

さらには，工業用鉱物であるリン酸塩，石灰岩，ドロマイトなどが含まれる。 

また， ザンビアの鉱業セクターにおいては、以下のバリューチェーンにおいて

投資機会がある。 
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（ア） 採掘機械の運営とメンテナンスサービス 

（イ） 輸送サービス 

（ウ） 採掘機械の供給 

  

（４）投資上のリスク 

銅などの鉱物の国際価格の変動，長期融資のコストの高さ及びそのアクセス

が限られていること，鉱業セクターに関連する政策環境が不安定であること。 

 

３ 鉱業セクター発展のための政策，戦略，国家計画 

（１）ビジョン２０３０ 

鉱業セクターのビジョンについては，民間主導による資源採掘により，２０

３０年までに鉱業セクターが安定的な社会経済開発に資する旨明記されている。

この目標を達成するための対策としては，規則の改善，鉱業法の履行，投資家

の管理，採掘量のモニタリング管理システムの強化が含まれる。 

（２）改訂第６次国家開発計画（Ｒ－ＳＮＤＰ） 

 鉱業セクターは依然として優先セクターとされており，２０１３年から２０

１６年までの国家目標は，鉱業，石油，爆発物に係る法律の見直しを完了する

こととなっている。こうした施策を通じ，銅，コバルトだけではなく，ニッケ

ル，金，マグネシウム，鉄，ウランを含めた鉱物の多様化を図る。また，採掘

活動の活発化と資源の安定的な生産と管理の実施，中小零細企業への雇用を確

保するほか，産業開発を通じた付加価値の促進も目的とされている。 

（３）鉱物資源開発政策（Mineral Resource Development Policy） 

 鉱物資源開発政策においては，ザンビアの経済発展に資する安定的な鉱業セ

クター開発のための施策が明記されている。その一例として，国内外からの投

資呼び込み，及び，安全性や周辺住民の健康及び環境への配慮にかかるスタン

ダードの遵守が明記されている。 

（４）鉱業法(The Mines and Mineral Act, 2015) 

 ２００８年に制定された鉱業法は，２０１５年に改正され，操業における安

全性，健康・環境保護および鉱業の控訴裁判権の設立について規定している。

同法では，鉱業及び非鉱業権利におけるガイドライン，探鉱免許，金の選鉱許

可，鉱物の輸出入許可，放射性を含む鉱物の認可証の付与，資源分析について

も規定されている。 
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【鉱業セクターにおける主要な組織】 

 

鉱山・鉱業開発省（Ministry of Mines and Mineral Development） 

 鉱山・鉱業開発省は、最近まで鉱山・エネルギー水開発省の一部であった。

同省は，鉱物、電力及び水セクターにかかる政策策定を担っている主要機関で

ある。 

●連絡先 

電話番号：+260 211 252666 

 住所：New Government Complex, Nasser Road, Lusaka 

 ウェブサイト：http://www.mewd.gov.zm 

 

ザンビア鉱山業会（Zambia Chamber of Mines: ZCM） 

 ザンビア鉱山業会は、鉱山企業の利益促進及び鉱山セクター全体の発展を目

的として活動している。 

●連絡先 

電話番号：+ 260 211 258383/ + 260 211 258384 

 Ｅメール：info@mines.org.zm 

 住所：Plot No. 20849 Alick Nkhata Road, Mass Media area, Lusaka  

ウェブサイト：http://mines.org.zm 

 

ザンビア開発庁（Zambia Development Agency: ZDA） 

 ザンビア開発庁は、投資促進・民営化、輸出促進・市場開発ならびに中小零

細企業の発展に焦点を当てている。同庁は、優先セクターに投資をする企業に

対する投資インセンティブの付与及び投資機会関連情報の提供をおこなってい

る。 

●連絡先 

 電話番号：+260 211 252288 / 253 640 

 Ｅメール：info@zda.org.zm 

 住所：Privatisation House, Nasser Road, Lusaka 

 ウェブサイト：http://www.zda.org.zm 

 

【その他関連機関の連絡先】 

 

ザンビア特許・会社登録庁（Patents and Company Registration Agency:PACRA） 

●連絡先 

電話番号：+260 211 255151/ 255127 

http://www.mewd.gov.zm/
http://www.mewd.gov.zm/
mailto:info@mines.org.zm
http://mines.org.zm/
mailto:info@zda.org.zm
http://www.zda.org.zm/
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 Ｅメール：pro@pacra.org.zm 

住所：Mwayi House, Haile Selassie Avenue, Longacres, Lusaka 

ウェブサイト：http://www.pacra.org.zm 

 

ザンビア環境管理局（Zambia Environmental Management Agency: ZEMA） 

●連絡先 

 電話番号：+260 211 254023 / 59 

 住所：Corner of Church and Suez Roads, Plot No. 6975, Ridgeway, Lusaka 

 ウェブサイト：http://www.zema.org.zm 

 

ザンビア国税庁（Zambia Revenue Authority：ZRA） 

●連絡先 

電話番号：+260 211 381111 

Ｅメール：advice@zra.org.zm 

住所：Kalambo Road, Lusaka 

ウェブサイト：https://www.zra.org.zm 
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